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四季工房のビジョン

地域の「自然」「人」「技術」をもとに、
人と環境にやさしい家づくりを実践し、
持続可能な地域と地球をめざします。

　四季工房は1982年の創立以来、
「地域」にこだわり「地域」のための
家づくりシステムを確立、発展、深
化させてきました。「地域工務店と
は何か？」という自らへの問いを出
発点に、88年にはまず地域の自然エ
ネルギーを取り込む工法――エア
パス工法の前身、パッシブソーラー
ハウス・エアサイクル工法を導入
しました。その後も少しずつ地域へ
のこだわりを深めていき、「地域の
資源」を活用することへの取り組み
を始めました。家づくりにとっての

地域の資源とは、まず木材があり、
大工棟梁などの職人がいて、彼らが
受け継いでいる伝統技術がありま
す。昔の民家がそうであったように、
それらを「資源」として現在の住宅
建築に最大限生かすことによって
地域に貢献する――地域工務店の
本来の役割はそれであろうと考え
ました。
　そしてエアパス工法を核に、国産
材・職人の手仕事・伝統軸組構法を
基本とする家づくりを確立してい
き、2002年には、日本で初めて「地

域主義工務店」宣言を行うに至りま
す。地域主義工務店のあるべき姿を
考え、一つひとつの素材・工程の具
体的な実践を積み重ねる過程は、同
時に、環境、住まい手、つくり手のい
ずれにとっても健全な家づくりを
めざすものです。
　四季工房の理念、「地域の『自然』
『人』『技術』をもとに、人と環境にや
さしい家づくりを実践する」は、こ
のような10年以上にわたる、たゆ
みない取り組みから生まれたもの
です。

一、	私たちは、住む人をより豊かにし、社会と地球にやさしい家づくりをめざします。

一、	私たちは、住宅産業界の革新者として、既成概念を打ち破り、常に新しい価値を創造し続けます。

一、	私たちは、誇りをもって正しい仕事を成し遂げることで、豊かな人間関係を築き、さらなる自己
完成をめざします。

四季工房の家づくりの考え方

経営理念
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新・環境社会宣言
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私達は、日本が世界に公約したCO2 25％削減を達成すべく、
住宅づくりから低炭素社会の実現に貢献します。

私達は低炭素社会の実現に向けて、LCCO2 50%
以上削減を達成し、地球環境保全に貢献します。

（2007年作成の5カ年計画遵守）

「森林認証材」を中心とした国産材100％の家づくりを
さらに深化させ、美しい日本の自然を守り育てます。

50年、100年後の子孫の時代に
「この家を残したい」と言われる、
真に価値のある「長期優良住宅」をつくります。

一棟一棟手づくりの家づくりを実践し、
職人と地域の資源を生かして「循環型社会」の構築に
貢献します。

世界に誇れる日本の伝統工法の家づくりを守り、
後世に継承していくため、
大工棟梁を10年で100名育成します。

（2010年～2020年）

（2009年発表）

　四季工房の環境社会取り組みは、家づくりとい
うものが環境・社会に直接深くかかわる活動であ
ることから、社業そのものが環境社会に貢献する
内実と影響を持つものでなければならないとの
考えに立っています。単なる心がけとは違い、四
季工房としての明確な中期目標を定め、確実な成
果を上げるよう日々の仕事に努めています。現在
の最大の目標は、2012年までに「 LCCO2 50％以
上削減を達成する」です。これは、日本が地球環境
問題に対して国際社会に約束した目標を、一地域
主義工務店の責任として果たしていくという決意
の表明です。

　LCCO2の50％削減という目標達成は、これま
で築いてきた「地域に根ざした家づくり」をもと
に、全工程の低炭素化はもちろんのこと、居住時
の低エネルギー化、さらに長寿命化までを視野に
入れた、「時間軸を持った家づくり」へと踏み出す
ことであり、この実践の中でさまざまな環境社会
貢献策を具体化していきます。

これらの取り組みを明文化するため、
2009年に「新・環境社会宣言」と「新・
住まいのエコ」を発表しました。
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新・環境社会宣言

私達は低炭素社会の実現に向けて、LCCO2 50％
以上削減を達成し、地球環境保全に貢献します。

（2007年作成の5カ年計画遵守）

　四季工房では、2007年に初めて「四
季工房の家」のLCCO2＊を試算しました。
これは、2005年に発効した京都議定書
において日本が2008年から12年まで
に1990年比でCO2排出６%削減を約束
したものの目標達成にほど遠い状況で
あることから、地方の一企業として自主
目標を定めるためでした。試算の結果、
2007年時点の四季工房住宅のLCCO2は、
基準年の1990年代の住宅仕様と比べて

約29％削減できていることがわかりま
した（右上図参照）。この大幅な削減が
可能になったのは、この間に無垢材を
主とした自然素材に転換したことによ
り保守時（補修など）の削減幅が大きく、
「建設系」全体でマイナス15.7％になっ
たこと、生活系全体では断熱、気密性能、
エアコン性能向上とが相まってマイナ
ス約34％を達成したことによります。
　その後、日本政府が提唱した「2050
年までに世界のCO2排出半減」が世界的
な長期的目標として認知され、四季工
房としても長期的にはそこにターゲッ
トを合わせることで地球環境問題に貢
献する企業活動を展開したいと考えま
した。そこで上記の試算をもとに、「四
季工房は、2008年から2012年までの５
年間にLCCO2排出削減50％を達成す
る」を目標に掲げました。これは、新築
の場合、その建物は長期目標年である
2050年にもそのまま建っている可能性
が高いことから、2050年に求められる
削減を前倒しして盛り込んだ家を建て
ていかなくてはならない、という考え
に基づいています。よって、2012年を
LCCO2半減の目標年に定め、その内訳
は、1990年代仕様と比較して、（A）CO2

背景 家づくりと地球環境問題は、
密接な関係があります。環

境問題は1990年前後から、地域の問題で
あると同時に、地球規模で広がっている
ことが認識されるようになり、92年のブ
ラジルでの地球サミット以降、「地球規模
で考え、地域レベルで行動しよう！――
Think globally, act  locally」が合言葉と
なりました。なかでも地球温暖化問題は、
私たち一人ひとりの暮らし方、社会のあ
り方そのものに原因があり、物質的に豊
かになるほど主要な温室効果ガスである
二酸化炭素（CO2）を多く排出することが
わかっています。住宅を建てそこに住ま
うこともCO2を大量に排出し地球温暖化

に加担している、という事実を真摯に受
け止め、 CO2を極力出さない家づくりや
住まい方をめざすことは、つくり手・住ま
い手双方にとって当然の責任だと言えま
しょう。

地球規模の気候変動について話し合う
国連のIPCC（気候変動に関する政府間パ
ネル）は、第４次報告書の中で、今後 CO2

排出量の削減ポテンシャルが最も大きい
部門として建築分野を挙げています。そ
のための開発済み技術として、省エネタイ
プの照明・電気器具、冷暖房設備、調理用加
熱器具、そして断熱性能の向上、さらに冷
暖房用のパッシブソーラーおよびアクテ
ィブソーラーなどがあります。

これまで日本の戸建住宅では省エネ基
準が都度改正されてきたもののCO2削減
対策が遅れていましたが、2010年度から
住宅エコポイント制度が設けられ、居住
時の省エネを目標として、住宅本体やリ
フォームでは窓、外壁などの省エネ仕様
が奨励され、今後も省エネ性推進の政策
が拡充される方向にあります。さらに、資
材製造時や建設時のCO2排出量の削減を
図ることで建築から解体・再利用等までの
建築物のライフサイクル全体を通じての
CO2排出量、すなわち LCCO2を削減す
るための取り組みも必要となっていて、
今後の大きな課題となることは必定です。

2012年までの５年間でCO2半減
の家づくりが目標！

宣言 
	

1

1990年代住宅に比べてLCCO2の
75％削減を達成したN邸

＊ライフサイクルCO2の略。建築に
関わる総CO2排出量を、建築寿命１
年あたりに換算して評価するもの。

◉	四季工房の
	 これまでの取り組み、
	 これからに
	 向けた方針
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排出量を70％削減した住宅を30％普及
させる、（B）	標準仕様住宅においてCO2
排出量を40％削減する、そして、これら
を総合してCO2の50％削減を達成する、
というものです。

　1990年代住宅から約29％のLCCO2削
減には「建築系」全体での削減が大き
く寄与したことを前述しました。その
主要なものが、木材の適期伐採と天然
乾燥のシステム（P.22-23参照）の確立
です。天然乾燥は人工乾燥の６分の１
のCO2排出量であるため、大幅なCO2削
減ができました（下図参照）。そして、
適期伐採、杉に関しては葉枯らし乾燥
を行うことで、木材の軽量化を図り、輸
送に費やす化石燃料も削減することが
できました。

　2008年、四季工房は「今できる最高
の環境性能住宅」として福島県内にN邸
を完成させました。この住宅は、CAS
BEE（建築物総合環境性能評価）の評価
でSランク（５つ星）、総合点7.5という最
高レベルを達成した環境性能住宅の実

証版です。CASBEE評価とともにN邸の
LCCO2を試算したところ、（1990年代
の）一般住宅比で75％減という結果と
なりました。N邸は、従来の四季工房住
宅の主要仕様であるパッシブソーラー
システム（エアパス工法）に加え、太陽
光発電、LED照明、ガスエンジン・コジ
ェネレーションなどの「創エネ」設備
を取り入れ、さらに、ダイレクトゲイン
（日照を取り込み建物に蓄熱させる）や
風呂の残り湯利用設備といった仕組み
も導入して、生活時のCO2排出量を大幅
に減らすことができたのです。
　このN邸をもとに2009年秋に発表し
たのが「ゼロエネルギー住宅・エコプ
ラス」です。これは、四季工房の標準仕
様（「リアルスタンダード」）住宅に省エ
ネ設備として「高効率給湯器」（エコキ
ュートまたはエコウィル）、LED照明を、
創エネ設備として「太陽光発電」をプ
ラスして設置する住宅です。この住宅
の場合、断熱性能向上に加えて省エネ
と創エネ設備によって、1990年代住宅
に比べて生活時のCO2排出をおおよそ
70％以上削減することができます。こ
うして、2012年度までにCO2排出半減の
目標に向かって着実に実績を積み重ね
ています。

適期伐採・天然乾燥への
全面転換により大幅削減

75％削減のN邸完工、
ゼロエネルギー住宅を発売
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達成するためにすべきこと
❶ 建築時のCO2削減
❷ 居住時のCO2削減
❸ 維持修繕時のCO2削減
❹ 解体時のCO2削減
❺ 創エネルギー
❻ 建物の長寿命化

LCCO2 半減の家づくり
達成への道のり　

1988
■パッシブソーラーハウス・エア

サイクル工法に出会う ❷❻

1997
■国産材100%に
　切り替え ❶❻

2000
■内装をクロスから左官仕上

げに切り替え ❸❹

2005
■エアパス工法が「次世代省

エネルギー基準適合住宅認
定」取得 ❷

2006
■「薪ストーブの集い」サークル

を発足 ❷❻
■木材の適期伐採、天然乾燥

システムの確立 ❶❻

2007
■エアパスの家のLCCO2試算

および中期目標設定
 　 ❶～❻

2008
■環境性能が最高レベルの
　N邸の完工 ❶～❻

2009
■ゼロエネルギー住宅・エコ

プラスを発表 　❷❺

2010
■長期優良住宅先導事業
　採択 　❻

2012
■LCCO2で1990年代住宅の
　50％削減目標の達成 
  ❶～❻
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四季工房の標準仕様住宅（2007年）と1990年代仕様住宅とのLCCO2の比較

木材製造時のCO2 排出量

参考文献：大熊幹章著『地球環境保全と木材利用』林業改良普及双書（2003年２月）

1990年代住宅は新省エネ基準、2007年四季工房住宅は次世代省エネ基準に基づく。（綜建築研究所調査）
※算出基準　LCA計算プログラム「Leaf Ver2.0」、熱負荷計算プログラム「SMASH for Windows Ver2.0」、原単位データベース「1995
年産業関連分析データ版Ver3.1」、ただし国産材、天然乾燥材の原単位については大熊幹章著『地球環境保全と木材利用』（林業改良普
及双書2003年２月）および四季工房の木材仕入れデータをもとに算出した。
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新・環境社会宣言

「森林認証材」を中心とした国産材100％の家づくりを
さらに深化させ、美しい日本の自然を守り育てます。

　1997年、「四季工房」と社名変更する
と同時に、普通の工務店であった弊社
は、国産材100％の注文住宅に特化した
新しいタイプの工務店へと大転換を図
りました。「地域主義工務店」へと歩み
始めることになったのです（P.4参照）。
四季工房にとって「地域に根ざす」こと、
「環境との調和」、そして「国産材100％」
は、切り離せない三つの理念と実践で
す。国産材は、当時はまだ「高い・弱い・

くるう」といった欠点ばかりが言われ
ていたため、全面的な切り替えには相
当の覚悟と努力が必要でした。しかし、
地域の山の状況、製材業者の困窮など
地域経済の衰えを見聞きするにつけ、
「国産材を使うべきだ」という確信を持
つに至りました。
　このような国産材100％の家づくり
への転換は、地元の大工棟梁ほか職人
の仕事を増やすことでもあります。国
産材の仕入れ先を確保すると同時に、
しばらく外材を扱っていた大工棟梁に
国産材への全面切り替えを納得しても

背景 日本の木材自給率は現在、
28％です（2009年）。「木の

家」「和風住宅」と銘打つ住宅でも、その多
くは輸入材で主にできていることになり
ます。

この木材自給率の低下の原因は1964
年の木材輸入自由化に遡ります。国内で
拡大造林が大々的に進められる一方で、
高度経済成長による急激な木材需要増加
に対応するためには輸入解禁も必要だっ
たのです。しかも完全自由化であったた
め、国産材にコストで優る輸入材がその
後シェアを拡大し続け、木材市場の主役
に取って代わりました。

住宅業界においては大手ハウスメーカ

ーが台頭し、安く大量に入手でき均質性
の高い輸入材を前提とする設計・生産・販
売・建築のシステムが構築されたことで、
輸入材の主流化に大きな役割を果たしま
した。地方の工務店のつくる新築住宅に
も国産材は使われなくなっていったので
す。お客さまにとっては、安く早くマイホ
ームを手に入れ、新しい家庭を営むとい
う夢を叶えることにつながりました。

しかし、国産材が使われなくなったこ
とによる大きな問題は、スギやヒノキな
ど人工林の適切な管理・再生が困難になり、
いわゆる放置林問題を引き起こしたこと
です。自然林と違い、木材生産を目的とす
る「管理」を前提として植えられた人工林

では、手入れを怠ると、建材に適した木が
育たないだけでなく、森林の多面的機能
である「水源涵養機能」や「土砂流出防止機
能」が衰え、防災面からも問題があります。
さらに、地域社会経済は大きな損失を被
っています。山仕事、製材や加工、大工・職
人の仕事が激減、または本来の仕事がで
きなかったりして、木を扱う技術や文化
が継承されなくなっているのです。一方、
住まい手に対しても、輸入材や新建材、集
成材の大量使用による住宅健康被害の発
生、最近の違法伐採材の混入といった、安
全性や環境破壊の問題を起こしています。

四季工房の原点、
国産材100％

宣言 

	2

4,220m3

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008

5,666m3

5,164m3

8,034m3

9,603m3

8,532m3

12,311m3

8,211m3

2009

6,677m3

（年）

スギ
（23.83m3）
59%

ヒノキ
（7.62m3）
19%

アカマツ
（8.69m3）
21%

カラマツ
（0.47m3）
1%

広葉樹
（0.19m3）
0%

四季工房の国産材使用量の推移
※仕入れ量をもとに記載

１棟あたりの国産材使用の内訳（2009年）
※１棟（平均：40.65坪）あたりの木材使用量：平均40.80㎥
　2009年施工の5棟の平均で算出

◉	四季工房の
	 これまでの取り組み、
	 これからに
	 向けた方針
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らうことが一大事でした。国産
材の場合、１本１本の材にクセ
があり、そのクセを読み取り、
それぞれに適した拵え方、用い
方を工夫し、丈夫で美しい構造
に組んでいく技能が要求され
るからです。

　その後、コスト的、技術的に国産材で
は無理があり合板しかないと信じられ
ていた見えない箇所を一つひとつ検討
していき、国産無垢材での施工へ切り
替えていきました。まず、ベニヤ板以外
は考えられなかった押入れ内部を無垢
板張りに替えたところ、お客さまから
多大な支持を得ました。それから、床下
地、屋根下地、造り付け収納棚板、階段
踏板……というように段階的に国産無
垢材に替えていき、2001年には「合板
ゼロの家」に到達しました。さらに木材
を有効利用した「シンプルベーシック
プラン」の仕様も開発しました。いかに
国産材を無駄なく、コストを下げて合
理的に使い、住む人に安全で快適な住
宅にするかという工夫と努力の積み重
ねだったと言えます。

　国産材100％の家づくりをほぼ確立
したのち、使用する材の品質をさらに
向上させ、その上でCO2削減目標に向け
た取り組みへと大きく踏み出しました。
2006年には、適期伐採・新月伐採、葉枯
らし乾燥、そして天然乾燥という「木
材の一貫生産システム」づくりに着手し、
現在までに構築を済ませています
（P.22-23参照）。2007年10月には、SGEC
（「緑の循環」認証会議）の認証材を扱う
業者の認証を取得し、2008年５月、その
材を使った当社東京ショールームを竣
工しました。認証材を使った注文住宅、
「森林認証の家」に本格的に取り組んで

いくため、2010年から適期伐採した認
証材のアカマツを天然乾燥流通センタ
ーで天然乾燥しています。
　四季工房が今後、認証材を中心とし
た家づくりを進めていくことによって、
持続可能な森林の維持・再生のための
「地域資源と経済の循環」に貢献するこ
とをめざしています。それは、お客さま
に長く住み継げる良質で愛着の持てる
住宅を提供することであり、と同時に、
手入れのゆきとどいた美しい日本の森
や景観を守り続けることだからです。

材の品質向上とCO2削減、SGEC
森林認証取得への取り組み

達成するためにすべきこと
❶ 輸入材から国産材へ
　 切り替え
❷ 国産材の使用量を増やす
（合板削減）

❸  国産材を無駄なく使う
❹ 国産材の品質の向上
❺ 民間の山の木を使う
❻ 循環型の材を使う
　（SGECなど）

天然乾燥センターで１本ずつナンバリング
された森林認証材

国産材100%の家づくり
深化の道のり　

1997
■国産材100％に
　全面切り替え（構造材） ❶
■押入れを無垢の板張りに
　転換 ❷

1999
■室内側には合板を一切不使

用の家に切り替え ❷❸

2000
■階段をヒノキの無垢材に
　切り替え ❷

2001
■合板使用ゼロを実現 ❷❸

2002
■アルミと木の複合サッシ「エ

ピソード杉」の開発 ❷

2006
■適期伐採・新月伐採の実施 

❹
■葉枯らし乾燥、天然乾燥の

開始 ❹

2007
■森林認証(SGEC)の取得
  ❺❻

2008
■森林認証材で東京ショール

ーム建築 ❺❻

2009
■「永えの森の家」第1棟目の

建築 ❺❻

2010 ～
■森林認証材（アカマツ）の
　天然乾燥開始 ❻

合板削減、木材の用途を増やし、
国産材の使用量を増やす

　自家の山の木で家をつくる「永（と
こし）えの森の家」の第１棟目が2009年
福島県内に完成しました。この「永え
の森の家」では、立木の調査から適期伐
採・天然乾燥・製材、そして建築まで四
季工房がコスト管理をしながら一貫し
て行い、木材が余った場合は家具など
の制作もお引き受けします。これは、個
人所有の民間の森林が荒れている現状
に対して、先祖から受け継いだ家産で
ある森を生かし次世代に手渡していく
お手伝いをする、新しい取り組みです。

「永
とこし

えの森の家」

先祖が植えた木で建てる「永えの森の家」
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新・環境社会宣言

50年、100年後の子孫の時代に
「この家を残したい」と言われる、
真に価値のある「長期優良住宅」をつくります。

　四季工房は、2010年の第１回長期優良
住宅先導事業の新築部門戸建て住宅、
「木造等循環型社会形成部門」に提案書

を提出し、同部門の採択数32件の1件
として採択されました。この部門では、
木材の利用拡大によって低炭素社会の
実現、林業活性化を通して循環型社会
の構築に貢献することなどが期待され
ています。
　四季工房の提案テーマ、「永く大切に
使われる住まいづくり」は、これまでに
四季工房が取り組んできたあらゆる取
り組みが結集した家づくりにほかなり
ません。この採択は、住まい手が子や孫
の世代になっても長く住み継ぎたくな
るような住宅を提供することが大切だ
と考えてきた四季工房の、住宅そのも
のの長寿命化はもちろんのこと、住宅
に愛着を持ってもらうためのソフト面
の提案を盛り込んだことが総合的に評
価されたものです。
　その「永く大切に使われる住まいづ
くり」は、これまでもハード面・ソフト
面において四季工房が行ってきた家づ
くりをベースにしています。たとえば、
エアパス工法、天然乾燥材、広がりの間
取り、生涯メンテナンス、植林活動など
です。その上にさらに次のような三つ
の大きな方針を加えました。（1）頑丈な
家にするための「柱５寸角の骨太構造」、

背景 戦後に大量に建てられた戸
建住宅の多くは、かつての

家が数代にわたって住み継いでいく財産
として建てられたのに対し、新しく所帯
を持った核家族が当面の家庭生活を営む
場所として建てられるようになりました。
そういった住宅は、建て主のライフステ
ージの変化や経年劣化によって、築後20
～30年で建て替えられるケースが非常に
多いのです。１世代が満足して住みおお
せないということは、財産価値としては
高いと言えず、むしろ消費財のように扱
われてきたことになります。

このような住宅への投資効果は短期的
で、個人にとっても社会にとっても“もっ

たいない”ことだと言えます。戦後復興期、
高度経済成長期、そして緩やかながらも
成長していたこれまでのフロー社会にあ
っては、住宅もフローの一つと考えられ
たとしても不思議はありません。しかし、
今日これからの人口減・低成長の社会に
おいては、ストックを生み出し活用して
いくことが次世代の負担を軽減していく
ことになります。廃棄物を減らし、循環型
社会へと転換していくためにも重要な取
り組みです。個人にとっても、住宅ローン
に生涯賃金の相当分を注ぎ込むようなこ
とをなくして、もっと余裕のある生活を楽
しむことが大切なのではないでしょうか。

そのような認識が社会全体に広まり、

住宅政策においても「ストックとしての
住宅づくり」が採用されるようになりま
した。2006年に施行された住宅関連法の
基本となる「住生活基本法」は、良質な住宅
の供給を基本理念の一つに謳っています。
2008年度から５年間にわたる国土交通
省の「長期優良住宅先導事業」もその一環
で、「いいものをつくってきちんと手入れ
して長く大切に使う」長寿命住宅の啓蒙
普及を目的にしています。翌年には「長期
優良住宅法」も施行されました。長期優良
住宅先導事業では、そのモデルとなるよ
うな住宅の具体的提案に対して高い評価
を得たものに国庫補助を与え、住宅市場
への普及を図ることが意図されています。

四季工房の家が「長期優良
住宅先導事業」に採択

宣言 

	3

通常より太い柱を使用し、
耐久性・耐震性を高める

◉	四季工房の
	 これまでの取り組み、
	 これからに
	 向けた方針
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長期優良住宅づくりへ
の道のり　

1988
■パッシブソーラーハウス・
　エアサイクル工法に出会う  

 ❶❸
■広がりの間取りを提唱する
　吉田桂二氏と出会う ❹

1997
■国産材100％に切り替え 

❶❺❻
■独自にエアパス工法の
　開発 ❶❸

2000
■伝統技術継承のための
　若手大工育成支援開始 ❻

2001
■住まい手による植林ボラン

ティア活動の開始 ❺
■合板使用ゼロを実現 ❶❺

2004
■100万本の植林活動
　の開始 ❺

2005
■屋根を透湿性ルーフィング+

無垢下地に ❶

2006
■天然乾燥の開始 ❶❸❺

2008
■シームレスアルミ雨樋の
　標準採用 ❶❷
■20年メンテナンスから生涯

メンテナンスへ移行 ❷❺

2010
■「100人の棟梁を育てる
　人間育成塾」を開校 ❻
■「長期優良住宅先導事業」
　採択 ❶～❻

（2）愛着を持って住むことができるよ
うな「時とともに味わい深まる家」、（3）
長く住み継ぐための「独自のエコポイ
ント制度」などです。これらはそれぞれ、
耐久性・耐震性を確保すること、自然素
材でつくり自然素材で仕上げること、
家族で楽しみながら省エネ・CO2削減
努力をすることなどであり、ハード面
でもソフト面でも住まいが、「永く大切
に使われる」ことにつながっていくも
のです。

永く大切に使われる住まいづくり

達成するためにすべきこと
❶ 耐久性・耐震性を高める
❷  維持管理をしやすくする
❸  省エネ性を高める
❹  可変性のある間取りにする
❺  家に愛着を持ってもらう
❻ 手刻みのできる大工を
　 育てる

自然素材でつくり、住むほど
に味わいが出る室内（八木山
の体験宿泊施設）

四季工房の長期優良住宅先導事業の家は、ハード・ソフトの両面から、低炭素社会において「愛着」
を育みながら住み続けられる住まいづくりをめざしています。

四季工房独自のポイント制度については、P.17を参照

＜これまで行ってきた四季工房の家づくり取り組み＞
エアパス工法による耐腐朽性の向上、天然乾燥で木本来の良さを生かす

広がりの間取り、ボンドレス施工、シームレスアルミ雨樋
生涯メンテナンスシステム、木材の一貫生産システム、植林活動、若手大工育成支援

頑丈な家が欲しい
柱５寸角の骨太構造

柱は通常より太い５寸（150
mm）角としました。この５
寸角の柱を架構をしっかり
守った設計により配置する
ことで１・２階の柱・壁を
できるだけ揃え（柱・壁の
直下率50％以上の確保）、
耐久性・耐震性を向上させ
ます。
また基礎は地中梁を設けた
高耐久基礎で、屋根も下地
の透湿性ルーフィングを二
重張りし、瓦をしっかりステ
ンレス線緊結・ビス留め工
法で施工した頑丈構造です。

愛着を持って住んでいただくために
時とともに味わい深まる家

下地類や押入れ等も合板類
を使わず、無垢板、漆喰、和
紙等旧来から使用されてき
た自然素材で仕上げます。
このように自然素材でつく
られた住まいは時間の経過
とともに味わい・輝きを増
します。こうした美しさを
享受でき、愛着を持って住
み続けていただけるよう、
柱・梁がなるべく室内に現
れるデザインにします。

長く住み継いでいただくために
独自のエコポイント制度

親から子、そして孫の代ま
で愛着を持って住み継いで
いただくために、家族で楽
しんで省エネ・CO2削減に
取り組める四季工房独自の
ポイント制度をつくりました。
CO2削減の達成状況（省エ
ネナビを導入）や植林への
参加状況に応じて、弊社独
自のポイントを貯められま
す。貯まったポイントは、
薪やLED照明など、さらな
る省エネルギー効果を生む
ための商品等と交換できま
す。
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新・環境社会宣言

一棟一棟手づくりの家づくりを実践し、
職人と地域の資源を生かして「循環型社会」の構築に
貢献します。

　国産無垢材100％の伝統軸組構法に
特化した四季工房の家づくりの基本は、
（1）国産材・地域材をよりよく生かす、
（2）しっかりした木組みで長持ちさせる、
（3）地域の住文化・技術を継承する、と
いう理念を実現することにあります。
そのためには、腕の確かな地元の大工、

左官、建具などの職人の手仕事を最大
限活用することが不可欠です。そこで
建築工程の核に高い技能を持った大工
による手刻み加工を据えています。一
般の住宅建築ではほとんどプレカット
加工されている構造材ですが、四季工
房では大工が１本１本墨付けし継手を
刻むという昔ながらの手刻みによって
加工します。さらに、塗り壁を基本とし
た家づくりは熟練の左官が支えており、
ほとんどの建具は建具職人が手づくり
しています。四季工房の家の部材・部分
は可能な限り工場生産ではなく、職人
の手仕事によるものであることをめざ
しています。近年は、オリジナルキッチ
ン＆食器棚「KURIYA」、オリジナル檜
風呂「ほの香」といった職人手づくり
の設備商品も開発し、国産材と職人技
を用いた仕事の可能性をさらに追求し
ています。

背景 日本の家づくりは、戦後の
高度経済成長期を境に大き

く様変わりしました。それまでの「地産地
消」的な家づくりから、経済成長後は「外
材組み立て型」とでもいうべき家づくり
へと転換されていきました。外材を工場
で規格化された部材に加工し現場で大工
が組み立てる、文字通り「プレハブ（あら
かじめ加工された）」工法です。これは、住
宅も工業製品の一種と考え、安く・早く・職
人技を要さない大量生産・大量消費の時代
要請に応える形で普及しました。伝統的
な家づくりでは、国産・地域の木材を近く
の製材所が挽き、それを大工が買ってき

て１本１本手で加工し現場で組み上げる
手作業なため、時間もコストも相応にか
かります。安く早くが圧倒的支持を得る
時代には、伝統的な家づくり技術を持つ
大工もプレハブ住宅を手がけざるをえず、
本来の腕を生かせる機会は激減し、左官、
建具などの各種職人も同じく出番を失っ
ていきました。

このような時期が半世紀近く続いた今、
伝統的な家づくりを実践してきた大工・
職人の腕は衰え、実践している大工も高
齢化し、若い後継者も育っていません。お
よそ伝統的な技能は一代のブランクで消
滅すると言われています。このような時

期に、むしろ日本の伝統家屋の良さが見
直される機運が高まっていることは、皮
肉な現象と言えましょう。

こういった現状への危機感から、伝統
的な住宅建築技術を継承しようと大工塾
や伝統工法を学ぶ機会が各所で設けられ
るようになりました。伝統的な家づくり
を受け継いでいくことは、国産材や地域
材を活用し、ともに培われてきた職人技
と工法による家づくりを一体として継承
していくことです。それが地域の自然資
源と職人を活用した「循環型社会」づくり
につながり、経済もまた地域内で循環す
るようになるのです。

◉	四季工房の
	 これまでの取り組み、
	 これからに
	 向けた方針

地域の職人の技を生かした
家づくり

宣言

		4
世界に誇れる日本の伝統工法の家づくりを守り、
後世に継承していくため、
大工棟梁を10年で100名育成します。（2010年～2020年）

宣言

			5

職人手づくりのオリジナルキッチン＆
食器棚のKURIYA
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　大工の手刻み加工の優れた点は、く
るいやすいと言われる国産のスギやマ
ツ、ヒノキなどの無垢材の性質を１本
ごとに読み取り、その弱点を補強し、逆
に長所に変えるような材使いや加工を
施すところにあります。四季工房の家
を10年以上手がけている大工は、「プレ
カット材も使った時期がありましたが、
機械での加工では仕口がしっかりと角
を出せないため、部分的に納まりにく
るいが出てしまいます」と話していま
す。機械ではできない熟練による精巧
な仕事が、丈夫で美しい室内の木組み
現しとなり、また見えないところで柔
軟性を持った耐震性を確保しています。
　さらに手刻みは、プレカットと違い、
木を組む際に金物が非常に少なくて済
みます。これは、複雑で多様な形態の継
手パターンで木と木を接合させ、高い
剛性、言い換えると変型しにくい構造
をつくり出します。また、釘や接合金物
を使う箇所を最小限に留めることで、
錆や材質の違いによる接合部のゆるみ
を避け、家を長持ちさせる大きな要素
の一つとなります。

　これまで四季工房では10年余りにわ
たって、当社の家づくりを担う大工の
育成に努めてきました。「木を見きわめ、
墨付け・手刻みのできる大工」を育てる
ため、2000年から「若手大工育成支援
制度」を設け、若い人材を新規採用し社
員大工として育成する、大工棟梁が採
用した見習い大工に月々助成金を支払
う、という二つの方式で育成を図って
きました。その結果、2009年秋までに20

数名の若者が棟梁をめざして修業中で
あり、そのうちの数名が仕事を任せら
れるまでに成長しています。しかし、こ
のペースでは当社の今後の事業展開に
必要な大工・職人が不足することが明
らかになってきたため、さしあたり大
工棟梁を社員として雇用し指導にあた
らせ、そのうえで毎年大工をめざす若
者を社員として採用して育成していく
ことにしました。

　2010年４月３日、長期的視野から10
年間で100人の大工棟梁を養成する目
的で、「四季工房　100人の棟梁を育て
る人間育成塾」（校長・社長野崎）をゆい
の郷に開校しました。塾長に伝統軸組
構法の建築家、小林一元氏を迎え、大工
棟梁の菅野栄吉が親方に、他の棟梁４
～５名を指導者として、約15名の修業
中の若手を塾生にスタートさせました。
第１期塾生は、若手大工育成支援制度
の2009年生と2010年生、およびそれ以
前の希望者などです。
　カリキュラムは座学と実技の組み合
わせから成り、月２回のペースで１年間、
大工仕事の基礎から経営のいろはまで
の実務能力を身に付ける内容が中心で
す。またそれだけでなく、職人の心得や
住まいの歴史といった教養、毎回の清
掃奉仕、農業への参加などの人間修養
に役立つ実践活動も取り入れています。
このような幅広い学習を通し、人間性
豊かな大工棟梁を100人養成していこ
うとしています。

循環型社会の構築、
大工育成への道のり　

1997
■国産材100％の伝統構法の

住宅に特化 ❶❷

2000
■「若手大工育成支援制度」

の開始 ❸
■内装をクロスから左官仕上

げに切り替え ❶❷

2002
■アルミと木の複合サッシ
　「エピソード杉」の開発 

❶❷

2005
■手刻み場の拡充、大工宿泊

所の新設 ❶❷

2006
■木材天然乾燥流通センター

開設 ❷
■若手大工の卒業式を実施
　（第1回） ❸

2008
■KURIYA、ほの香の
　本格販売開始 ❶❷

2009
■大工職人の社員化方針を
　決定 ❶❸

2010
■「100人の棟梁を育てる人

間育成塾」開校、大工職人
の社員化実施 ❸

若手大工育成、
大工職人の社員化への移行

「100人の棟梁を育てる
人間育成塾」開校

達成するためにすべきこと
❶ 地域の職人の仕事を
　 増やす
❷  職人の技を磨ける仕事を        
　 つくる
❸ 後継者を育てる

伝統構法で建てる四季工房の大工

「100人の棟梁を育てる人間育成塾」の
様子　

国産無垢材を大工が手刻みする
伝統軸組構法
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野崎　四季工房のテーマに「いつ
までも好きでいられる家」というの
がありますが、住まわれて６年～８
年余りの皆さんは、ご自分でメンテ
ナンスや手入れをされていますか。
大原　メンテナンスは四季工房さ
んが１年に一度来てくださるので、
そんなに不便を感じていないんで
す。かゆいところに手が届くという
か、電球まで替えてくださるので。
田村　（メンテナ
ンスの）チケッ
トで障子を張り
替えてもらった
り、物入れの鍵
が開かなくなっ
たときはメンテ
ナンスの人に来
てもらって「あ
あ、こうすれば
いいんだ」とわかるとか。障子は去
年張り替えてもらったばかりです。
林　以前の住まいでは暮れになる
と障子の張り替えは全部自分でや
っていたんですが、今はガラスの入
った雪見障子なので、重くて自分で
ひっくり返したり障子紙を剥がし
たりする自信がちょっとない。まだ
破れないのでやってもらっていな
いんですが。
岩渕　うちもまだです。障子張りは
私が子どもの頃から前の社宅住ま
いのときまで自分たちでやってい
たものですから、業者さんにお願い
するのもちょっと贅沢な感じがし
て。

野崎　やっぱりそうなんですね。い
ろんなメンテナンス・キャンペー
ンをやったりして、どんな工事でも
安くやって差し上げてしまってい
たことを、ちょっと反省しています。
今年からは方向転換して、少しずつ
ご自分でやることを覚えていただ
こうと、今度（2010年11月）の「日
本の木の祭り」では、OBのお客さん
を中心に床の傷の手入れとか、デッ
キのちょっとした修繕といった講
座を１日に何回も行うことにしま
した。自分で手を加えてもらうこと
によって、少しずつ愛着がわくのじ
ゃないかなと考えまして。
田村　１階の床が杉板で、住み始め
てすぐにおもちゃを落として傷が
ついたものですから、子どもたちに
は「お願いだから大事に物を扱っ
て」と注意をしていました。でもそ
れは最初の１、２週間のこと。その
うち全然気にならなくなりました。
林　９年近く前
に建てた当時は
珪藻土壁が標準
だったので、柔
らかくて何かで
こすってしまう
と痕が黒く付い
てしまうんです。
でも、細かい紙
ヤスリのような
もので軽くこすると元の白い状態
に戻るので、それは今もよくやって
います。
野崎　珪藻土壁のちょっとした傷
には消しゴムがいいんです。入居し
たばかりの人が「マイ消しゴムを
手放せない」とおっしゃっていまし

た。家が新しいうちは、傷つけない
ようにとか、手入れがいろいろ忙し
いんですが、だんだんと気にしなく
なりますよね。
大原　３年後く
らいからはすべ
てが許せてしま
うようになって
（笑）。肩の力を
抜いて生活でき
るようになると
いうか、そうな
ると居心地は最
高ですね。　

林　エアパスの家の不思議さは、特
に夏、外から帰って来たときにすご
く涼しいこと。クーラーがかかって
いるのじゃないかというくらいで
す。
大原　仙台の梅雨は肌寒くて、合板
の床だったりすると除湿器をかけ
ないといられないんですけど、四季
工房の家は何もしなくて平気です。
床がサラッとしていて、不快感が全
然ありません。
林　以前の家では、梅雨どきは７月
でも必ずストーブが必要だったん
ですが、今の家では一回もストーブ
を点けていません。
野崎　エアパスの家は、小屋と床下
の換気口を開けたり閉めたりする
分、間違いなく普通の家より手がか
かりますよね。床下換気口について
は、以前は冬は閉めて夏は開けてく
ださいと言っていたんですが、今は
「基本的にいつも閉めていてくださ

長く住み続けられる家は、何よりも住まい手にとって安定した家庭生活や経済性をもたらしてくれま
す。つくり手にはお客さまとの末長く良好な関係を、そして社会や環境に対しては負荷が少なく文化
的な価値を伝えていってくれます。そのために必要な「愛着の持てる住まい」について、仙台で四季
工房の家にお住まいの方 と々社長野崎が語り合いました。

住まい手と語る「愛着の持てる住まい」とは……
変化していく家族をおおらかに受け止めてくれる家にずっと住みたい

３年経つとすべてが
許せるようになってくる

座談会

田村幸子さん

林ヒロ子さん

大原寿美さん

エアパスの家は
「早くうちに帰りたくなる家」
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い。盛夏の1か月半だけ開けてくだ
さい」というように言い方を変えま
した。
岩渕　私は、暑
い、寒いと感じ
るたびに床下を
こまめに開け閉
めしていました。
すごく乾燥した
ときに床下を開
けるとヒノキの
いい香りがする
んですよ。それ
もまたいいなあと思って。
野崎　ああ、やっぱり。そういう方
がいらっしゃるので、（ゆいの郷の）
エアパス実験棟でいろいろ実験し
たみたところ、小屋換気口は春先4
月くらいから10月末〜11月上旬く
らいまで開け放し、床下換気口は梅
雨明けからのほぼ1か月半以外は
閉めっ放しで大丈夫だとわかりま
した。
林　今年の夏はさすがに暑い時間
帯はクーラーを点けました。ただし
２階は夜になると風が入るので窓
を開けていればエアコンなしでも
眠れましたよ。　
田村　うちでは、息子たちが２階に
寝てたんですけど、2人とも自ら１
階に越してきて、扇風機のタイマー
かけて、夏の間じゅう１階で夜を過
ごしていました。うちはエアコンを
設置していないので、今年も扇風機
２台で乗り切りました。
大原　エアコンを結構かけていた
ら風邪をひきました。エアコンのか
けすぎは体によくないなあと実感
しました。
野崎　夏は涼しいほうの1階で過
ごしてください。生活の知恵です。
それでもこの夏はお客さんの家に
エアコンを52台取り付けました。
会社に頼まない方も含めるとおそ
らく70軒くらいが新しく付けたの

ではないでしょうか。今までエアコ
ンを設置していたお客さんは１割
ちょっとくらいしかいなかったの
ですが。
林　それでも壁はひんやりしてる
んです。暑いなと感じるときに壁に
寄りかかっていると、背中が涼しい
んですよ。
野崎　いいところに気がついてく
ださいました。エアパスの家はどこ
の壁も床もほぼ同じくらいの温度
なんです。違っても１度くらい。赤
外線センサーで温度を調べると、冬
も夏も、外壁に面している壁、室内
に面している壁、床も天井もほぼ温
度が同じです。外目にはわからない
けれど、快適さの秘密です。
林　寒いときも暑いときも、玄関に
入ると本当にほっとします。だから、
家に帰りたくなりますね。

野崎　会社として薪ストーブをお
すすめしてきたところ、お客さんの
30％ほど、800軒近くが薪ストーブ
を導入されています。工務店として
はおそらくダントツの数字です。で
も、理想の暖房って、なかなか難し
いんですよ。
大原　うちは薪ストーブとガスフ
ァンヒーター（ファンコンベクタ＊）
の両方使っています。ファンヒータ
ー１台で家全体が暖まりますが、時
間に余裕のあるときには薪ストー
ブを焚いてファンヒーターは消し
てしまいます。薪ストーブだけだと
夜にしーんとして、気持ちよくてリ
ビングでうたた寝してしまうんで
す。これに慣れたら、ファンヒータ
ーのゴォーッという音が耳ざわり
になりました。
野崎　新築のお客さんには、ガスか
石油のファンヒーター（ファンコン
ベクタ）を半ば強制的に設置しても

らっています。そうしないと、皆さ
ん、持ち運びするストーブを置いて
しまうんです。あれは、室内で排気
ガスと湿気を出すのでよくないの
です。
林　うちは薪ストーブだけなんで
す。12月半ばに火を点けて24時間、
春まで焚きっぱなしです。私がやり
ます。薪はいっとき主人が「薪スト
ーブ愛好会」に入っていたんですが、
定年退職後は行かなくなってしま
ったので、今は四季工房さんから
200束ずつ運んでもらっています。
野崎　「愛好会」
が楽しくなかっ
たのかもしれま
せん。反省しま
す。改善します
からってお伝え
ください（笑）。
薪の一番いい調
達法は、「愛好
会」の薪割りに
出て安い薪をあ
る程度まで確保して、それに加えて
今後四季工房が無料でお分けする
建築廃材を３分の１くらい混ぜる。
そうすると薪代がすごく浮きます。
大原　うちでは季節の初めに薪ス
トーブの「火入れ式」があるんです。
去年は私が勝手に最初の火点けを
してしまったら主人が「楽しみに
していたのに」と怒ってました。最
初に火を点けるというのはすごく
楽しいんですね。だから今年は譲ろ
うかなと（笑）。

野崎　「小さくていい家」という言
い方が流行っていますが、逆に、家
族間でも適当な距離がいるのでは
ないかと思うようにもなってきま
した。皆さんはどうでしょう。
林　主人は、書斎、寝室、クローゼッ

岩渕久美子さん	 2002年６月入居。建物面積37.3坪。お子さん含め４人暮らし。
大原寿美さん　	 2002年３月入居。建物面積60坪。ご夫婦２人暮らし。
田村幸子さん　	 2004年２月入居。建物面積41.4坪。お子さん含め３人暮らし。
林ヒロ子さん　	 2002年11月入居。建物面積46.4坪。娘さん含め３人暮らし。

野崎進　	 四季工房社長

薪ストーブは「静けさ」も
「火入れ」も魅力

座談会参加者：

ある程度の広さと「耐用性」は長
持ちの秘訣

四季工房 代表取締役
野崎進

岩渕久美子さん
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トを備えた完全に自分一人のスペ
ースを持っていて、一日中でもこも
っていられるんです。おかげで私は
助かっているんですけど。
野崎　「家の広さは夫婦の距離も適
切に広げる」ということでしょうか
（笑）。
林　そうですね。１階では家族全員
でコミュニケーションをとりなが
ら生活できて、２階には各自が自分
のコーナーを持って一人になりた
いときはそこにこもれる。そういう
住まい方は、私の年齢では必要かな
と思います。
大原　参考になりました。だんだん
と自分の世界を大切に、という。
野崎　いやいや、その人によります
よ。
田村　子どもたちはまだこもる年
齢ではなくて、いつも１階で過ごし
ています。私がキッチンにいて、長
男（中１）がリビングで勉強してい
て、次男（小４）は隣の和室でテレ
ビを観ている。見えないわけでもな
く、喋るわけでもない、なんとなく
「居る」という空気感でしょうか。
岩渕　長男が中学に入ったときに
試験勉強のために、子ども部屋に仕
切りの襖を付けたんです。鴨居の上
は開いているんですが。
田村　子どもが個室にこもってし
まうのは嫌だという主人の思いが
あって、１階を仕切らない広い間取
りにしたので、子どもたちが小さい
ときはリビングが野球場やサッカ
ー場になっていました（笑）。
林　うちの子どもたちは受験勉強
もリビングでやっていたので、きょ

うだいみんな一緒
に勉強しちゃうと
いうか。一人が勉
強しているとテレ
ビを点けられない
から、しょうがな
い俺も本を読もう

か。そんな感じでしたよ。
野崎　当初、「広がりの間取り」と言
っていたのは私どもだけだったん
ですが、いろんな会社が普通に言う
ようになりました。最近あらためて
「家族のコミュニケーション」とい
う以上に、家を何のためにつくるか
というところから、間取りのあり方
も考えていこうとしています。その
時期その時期に家族の形が変化し
ていくのに対応できる、それを「耐
用性」と言っていますが、その点か
らは、できるだけ広くしておくこと
が正解です。最終的には家の寿命が
長くなるということです。

岩渕　子ども部屋を仕切ったとき
から、家族は変化するんだなあと感
じ始めました。家族は常に同じ状態
にいないんだなあと。
大原　子どもがちょうど外に出て
行く直前に家が完成したので、彼ら
はほとんど住んでいないのですが、
部屋はあるんです。たまに里帰りす
るとそこに寝ていますが、ほとんど
はリビングで過ごしていますね。
林　細かく区切られた間取りだっ
たらそうはならないのじゃないか
しら。うちは家族がらみで20人く
らい集まるときがあるのですが、和
室で男の人たちがお酒を飲んでい
て、リビングでは子どもたちがおや
つを食べながら遊んでいる。ダイニ
ングでは結婚した娘たちがいろい
ろお喋りしながらお皿を洗ったり
と、いかようにもなります。

岩渕　結婚したときに買った洋服
箪笥を新居にも持ち込んで、そのサ
イズに合わせて窓をつくってもら
ったんですが、造り付け収納にして
もらったほうがよかったかなと思
います。
林　私、今の家を建てる前に体を壊
してほとんど歩けなくなった時期
が半年くらいあったんです。新居は
あえて２階に寝室、物干し場などを
持ってきて、できるだけ階段を上り
下りする回数を増やすようにつく
りました。そうやって住みながらリ
ハビリというか、体を戻してきたと
いうことがあります。
野崎　中高年のお客さんには「２
階に上がれなくなったら、病院か施
設行きかもしれませんよ」とあえて
申し上げています。今後若いご夫婦
におすすめしようとしている間取
りは、アイランドキッチンをメイン
にしたリビングダイニングです。シ
ンクだけのキッチンで、振り向いた
ら少し離れてレンジがある。子ども
がキッチンのまわりにいても火も
熱湯もないから安心。階段も近くに
あってそこからお母さんに話しか
ける。広く開け放てるサッシ戸の外
にデッキがあって外を取り込める。
何のために家をつくるのかを考え
ていったとき、子どもが家事をする
お母さん、お父さんの近くにいつも
いることができる、子どもを育てる
ための家だということ。「子どもが
健全に育つためにこういう考え方
でこういう間取りの家をつくりま
す」ということをもっとしっかり訴
えていこうと思います。皆さん、今
日はお忙しい中をありがとうござ
いました。
（2010年10月18日、四季工房仙台
支店ショールームにて収録）

子どもの成長、自らの老後まで
受け止める間取り

＊室内の空気をフィルタでろ過し、温水の熱交
換器で温度と湿度を調整し、送風機で空調する
機器で、暖房専用のものの呼び方。

座談会




